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第３章 沼津市の歴史文化の特性 

 

第１節 沼津市の歴史文化の概要 

本市の歴史的背景には、前章までに示したとおり、約38,000年前から続く長い歴史が

あります。また、地理的にも山・海といった自然に恵まれていることや、旧東
とう

海
かい

道
どう

など

の陸上交通や狩
か

野
の

川
がわ

・駿
する

河
が

湾
わん

の水上交通が発達したことが、本市の歴史文化をかたち作

ってきました。第１章で示した歴史的背景、及び第２章で示した歴史文化資産から、本

計画では８項目を本市の歴史文化の特性として位置付けます。 

 

表21 沼津市の歴史文化の特性 

 歴史文化の特性 原始 古代 中世 近世 近現代 

１  愛鷹山の開拓と利用  
○ ○ ○ ○ ○ 

２  駿河湾の恩恵と人々の営み  
○ ○ ○ ○ ○ 

３  東西をつなぐ街道沿いの発展   ○ ○ ○ ○ 

４  古代に始まる信仰の軌跡   ○ ○ ○ ○ 

５  自然を制する叡智  ○ ○ ○ ○ ○ 

６  人々の生活を支えた伊豆石   ○ ○ ○ ○ 

７  紙と文字により語られる沼津の歴史    ○ ○ ○ 

８  文化人と沼津     ○ ○ 

 

 

第２節 沼津市の歴史文化の特性  

１ “愛
あし

鷹
たか

山
やま

の開拓と利用” 

沼津の先人たちは、時代ごとの需要に応じて、愛鷹山を開拓し、利用してきました。

原始社会においては生活の主要な場として、古代には墓域として、中世や近世には牧と

して、さらに近代以降は茶栽培の場としてなど、その利用の形は時代とともに変化して

います。愛鷹山と生きることは今も昔も変わることなく重要です。 

 

（１）愛鷹山麓に栄えた旧石器・縄文文化・弥生文化 
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人が本州に到達したのは約38,000年前といわれています。この頃の代表的な遺跡は、

井
い

出
で

丸
まる

山
やま

遺
い

跡
せき

《浮島》です。この直後から、縄文時代に移行する約16,000年前まで、愛

鷹山の山麓には旧石器時代の人々が生活した痕跡が残されています。旧石器時代は、現

在よりも冷涼な気候でしたが、本市は冬季でも比較的温暖な地で、草食動物の餌となる

植物が豊富にありました。このため、狩猟

対象の動物を追って生活していた旧石器

時代の人々が、この地に集まりました。ま

た、緩やかな尾根と深い谷が続く地形的な

要因から狩りのしやすい場所であったこ

とも、この地が栄えた理由でした。 

旧石器時代に続く縄文時代も、人は山を

中心に生活を営みました。縄文時代の最も

古い時期である草創期の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

と土

器から、愛鷹山では人々が早くから定住

していたことがわかります。特に早期の遺跡では数多くの住居跡や大量の土器が出土し

ていることから、この時期、愛鷹山での人々の活動がより活発になったことがうかがえ

ます。その後も、晩期まで愛鷹山での人の生活が続きました。 

その後しばらくは愛鷹山の大規模な利用は見られなくなりますが、弥生時代後期後半

から古墳時代前期（２～３世紀頃）には、標高100～200メートルのあたりにかけて、複

数の尾根にまたがり約1,000軒もの竪穴住居跡が密集する大規模な集落群が築かれまし

た。特に弥生時代後期後半の遺構が多く、特に植
うえ

出
だし

遺
い

跡
せき

《金
かな

岡
おか

》のあたりに集中してい

ます。こうした大規模な集落跡から、東日本において最古級の古墳が築かれる素地が、

弥生時代後期後半にすでに存在していたと考える説もあります。 

 

（２）愛鷹山麓に展開する墓域 

高
たか

尾
お

山
さん

古
こ

墳
ふん

《金岡》は、古墳時代の前期初頭（３世紀中頃）に愛鷹山の山裾に築かれ

た前
ぜん

方
ぽう

後
こう

方
ほう

墳
ふん

で、この時期としては東日本最古級・最大級の古墳です。古墳から出土し

た土器には、北陸地方や東海地方西部（濃
のう

尾
び

平
へい

野
や

周辺）、関東地方などで作られたも

のも含まれており、ヤマト王権成立期に

おいて様々な地域の人々との交流がうか

がえます。 

高尾山古墳の築造以降も、愛鷹山裾の

台地の上に大型古墳である子
ね

ノ
の

神
かみ

古墳

《金岡》と長塚
ながつか

古墳《金岡》が築かれまし

た。２つの古墳は高尾山古墳とは異なり、

井出丸山遺跡出土の約 38,000 年前の石器  

高尾山古墳  
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前方後円墳です。子ノ神古墳の時期は確定

できませんが、古墳時代前期とする説もあ

ります。長塚古墳は６世紀前半に位置付け

られ、市内で唯一埴輪が出土した古墳で

す。 

長塚古墳を最後に市内において前方後

円墳の造営は行われなくなりますが、その

後６世紀後半から８世紀初頭頃まで、本市

から富
ふ

士
じ

市
し

にかけての愛鷹山の南麓に

は、群
ぐん

集
しゅう

墳
ふん

と呼ばれる直径10メートル前

後の小型の円
えん

墳
ぷん

が数多く造られています。愛鷹山には山頂から放射状に延びる尾根がい

くつも発達していますが、本市から富士市との境周辺にかけては、その尾根のほとんど

に、密集して古墳が造られています。その数は県下では最大規模、東海地方でも屈指で

す。なかでも浮島地区の石
いし

川
かわ

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

は規模の大きい古墳群の代表的なもので、１つの尾

根に約150基にも及ぶ古墳が密集しています。 

愛鷹山麓の古墳からは玉
たま

類
るい

や鉄
てつ

製
せい

品
ひん

などの副葬品が多量に出土しており、これらは被
ひ

葬
そう

者
しゃ

の豊かさを示します。また、渡来系の遺物など当地では簡単に手に入れられないも

のも多く、こうした遺物からヤマト王
おう

権
けん

や朝鮮半島などとのつながりが想定されます。 

 

（３）生産の場としての愛鷹山麓 

愛鷹山にはかつて野生の馬が生息していました。これらの馬は、 源
みなもと

 
の

頼
より

朝
とも

が愛鷹神社

に奉納したという伝承があり、神の使いと

して大切にされてきました。その名残は今

でも「神
じん

馬
め

土手
ど て

」などの地名に見ることが

できます。この愛鷹山麓の野生の馬に注目

した江戸幕府は、山麓に官営の牧
まき

場
ば

を設

け、捕
ほ

獲
かく

するための施設を造りました。捕

まえた馬は、物資の運搬や農業の助けとし

て人々の生活を支えてきました。馬の供養

のために建てられた馬
ば

頭
とう

観
かん

音
のん

像
ぞう

が、市内各

地に今でも残っています。 

明治時代になると、江原素六は生活に苦

労していた旧幕臣の授産のため、愛鷹山麓で乳牛の飼育や茶の栽培など様々な取り組み

を行いました。その痕跡は今でも各地に残っています。近世まで愛鷹山は入
いり

会
あい

地
ち

として

周辺集落の秣場
まぐさば

などとして利用されてきましたが、明治時代に官有地となり、さらに江

原素六らの尽力で払い下げが実現し、その後茶畑などの開墾に取り組んだ結果、今日の

愛鷹山麓の茶畑  

石川古墳群（発掘時）  



 

第３章 沼津市の歴史文化の特性 

 83 

茶業の礎が築かれました。 

 

 

２ “駿河湾の恩恵と人々の営み” 

長い海岸線を有する本市では、海の恩恵が人の生活を支えてきました。本市における

海を舞台とした人々の生活は、古文書に記され、民俗文化財や遺跡などにも見ることが

できます。 

 

（１）駿河湾の自然 

本市には海によって形成された地形や名勝地があります。千
せん

本
ぼん

浜
はま

《第二～原》や淡
あわ

島
しま

《内浦》、大
お

瀬
せ

崎
ざき

《西浦》や御
み

浜
はま

岬
みさき

《戸田》などは、伊
い

豆
ず

半
はん

島
とう

の成り立ちや、地域の地質

の構造を知ることができるジオサイトです。 

西浦地区の沖合には、エダミドリイシという造礁
ぞうしょう

サンゴの群
ぐん

落
らく

があります。造礁サン

ゴ群落としては北限域ともいわれます。平成８年（1996）に発生した異常低水温とガン

ガゼの食害によって衰退しましたが、その後の地元のダイバーや漁業関係者などによっ

て保全活動が行われ、徐々に回復しつつあります。また、南部地域には海と陸地が防
ぼう

潮
ちょう

堤
てい

などで隔たれていない環境が残っており、オオスナモグリの生息やアカテガニの繁殖

が確認されています。 

 

（２）駿河湾の恩恵 

縄文時代の遺跡からは石
せき

錘
すい

（漁網
ぎょもう

の錘
おもり

）、弥生時代の遺跡からは有
ゆう

頭
とう

石錘が出土して

おり、縄文人や弥生人の生活を海の幸が支えていたことがわかります。奈良時代にはカ

ツオが地域の特産品であったようで、平
へい

城
じょう

京
きょう

から出土した木簡
もっかん

には、「堅
かつ

魚
お

」が税金と

して納められていたことが記されています。このように本市では漁業が古くから人の生

活を支えており、現在でも漁業や水産加工業は代表的な産業となっています。 

静浦地区などでは、江戸時代にタイの畜
ちく

養
よう

（捕まえた魚を短期間飼育すること）が行

われていました。今でも養殖魚は本市の特産であり、岸近くに浮かぶ生
いけ

簀
す

で、アジ、タ

イなどが養
よう

殖
しょく

され、活魚として首都圏に出荷されています。駿河湾は、湾としては日本

一の深さを誇り、なかでも戸田地区は、陸地からわずかな距離に深い海があることが特

徴です。近代にトロール漁が始まると、深海魚などが特産物となりました。特に世界最

大のカニであるタカアシガニの料理は、戸田地区の名物として知られています。 

 

（３）海で活躍した人の痕跡 

愛鷹山麓ほどの規模ではありませんが、本市の南部地域にも古墳時代後期以降の横穴
おうけつ

や古墳が数多く造られています。この地域は海岸線が複雑に入り組み、平地は少なく山

地が多い場所ですが、地質的には比較的掘削が容易な凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

質の岩
がん

盤
ばん

が露
ろ

頭
とう

しているた
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め、この山の斜面に穴をあけて数多くの墓

が造られました。これらは横穴（群）とよ

ばれています。横穴は、主に静浦・内浦沿

岸から市外の伊豆内陸部にまで分布して

おり、市内では江
えの

浦
うら

横
おう

穴
けつ

群
ぐん

《静浦》が県指

定史跡になっています。 

一方、伊豆半島の北海岸から西海岸であ

る平
ひら

沢
さわ

《西浦》や井
い

田
た

《戸田》の狭い丘
きゅう

陵
りょう

上には、横穴ではなく、愛鷹山麓と同じ

く横穴式石室を有する古墳が密集して造

られました。中でも井
い

田
た

松
すん

江
ごう

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

18号墳には、金銅
こんどう

装
そう

や銀
ぎん

象嵌
ぞうがん

の大刀など、当地由来

ではない遺物が出土しています。これらの地域は、広い平地がないため農業の高い生産

力は見込めないにも関わらず、多数の古墳が造られており、海を舞台に漁
ぎょ

撈
ろう

だけではな

く交易でも活躍した人々がいたようです。 

 

（４）漁村の歴史・生活 

本市の南部地域に残る木
き

負
しょう

《西浦》や立
たち

保
ぼ

《西浦》・足
あし

保
ぼ

《西浦》、戸田や井田《戸田》

といった地名は、古代に 遡
さかのぼ

る古い地名で、古くから海に携わる人々が住んでいました。

戦国時代以降、津
つ

元
もと

（網元
あみもと

）を中心に団結して漁業が営まれており、津元や村役人の家

に伝わる多数の古文書は、戦国時代以来の漁村の歴史を物語る大変貴重な史料です。渋
しぶ

沢
さわ

敬
けい

三
ぞう

は長
なが

浜
はま

《内浦》の大
おお

川
かわ

四
し

郎
ろう

左
ざ

衛
え

門
もん

との出会いから、これらの多数の古文書を収集・

記録し『豆
ず

州
しゅう

内
うち

浦
うら

漁
ぎょ

民
みん

史
し

料
りょう

』として発表しています。 

静浦地区から西浦地区にかけては、駿河湾を回遊してきたマグロを始めとする大型魚

などの群れを捕らえる建
たち

切
きり

網
あみ

漁
りょう

が行われていました。建切網漁は、大正時代中頃までは、

潮の流れに乗った魚の群れが春から冬にかけて岸に近づいてきたことから、盛んに行わ

れていました。建切網漁とは、岩
がん

礁
しょう

が多い海底地質によって一般的な曳
ひき

網
あみ

漁
りょう

ができない

地域でも、数種類の帯状の網を順に内側に張り回していくことによって、魚の群れを囲

井田松江古墳群 18 号墳石室  

マグロ漁の絵馬（金桜神社）  『豆州内浦漁民史料』  
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い込んだ範囲を岸へ向かって次第に狭くしていき、最後には岸に寄せて魚を捕らえるこ

とができるという独特な漁法です。こうした漁
ぎょ

撈
ろう

用具は歴
れき

史
し

民
みん

俗
ぞく

資料館に保存され、漁

の様子は神社などに奉納された絵馬にも描かれています。 

また、この地域は平地が少ない土地柄ですが、明治以降は斜面を活用して温州ミカン

の栽培が盛んになり、地域の重要な産業に発展しました。 

大
お

瀬
せ

崎
ざき

《西浦》にある大
お

瀬
せ

神
じん

社
じゃ

は、周辺の漁民の信仰を集め、船の新造時には模型を

奉納する伝統があります。また、大瀬まつりは女装した男性が踊る祭りとして有名です。

このほか、江
えの

浦
うら

の水
みず

祝
しゅう

儀
ぎ

《静浦》など伝統的な行事も残っています。 

 

３ “東西をつなぐ街道沿いの発展” 

本市には古代から東西を結ぶ街道が通っていました。これらは関東地方への入口であ

る箱
はこ

根
ね

へとつながる街道であることから、日本列島の交通網の発展において、今でも重

要な意味を持ち続けています。 

千本浜海岸沿いを通る街道はのちの東海道となり、愛鷹山の山裾にも現在の富
ふ

士
じ

市
し

か

ら三
み

島
しま

市
し

に通じている根
ね

方
がた

街
かい

道
どう

がありました。東海道には沼津宿と原
はら

宿
しゅく

が設置され、近

世以後往来が盛んになっていくと、街道沿いは現在の市街地の原型ともいえる発展を遂

げていきました。一方、根方街道は、中世まで主要街道としての機能を有していた時期

もありましたが、近世以降その機能が東海道に移ったことから、相対的に東西を結ぶ機

能は低下しました。それでも山裾の各村を結ぶ街道として生活を支え続けたことから、

街道沿いには今でも大きな屋敷や寺院などが見られます。 

 

（１）街道を行き交う人 

本市の発展は街道の発展とは無縁ではなく、東海道と根方街道の２本の街道は、現代

にいたるまで重要な意味を持ち続けました。これらの街道は、少なくとも古墳時代には

機能し始めており、このことを裏付けるように、荒
あら

久
く

城
しろ

山
やま

古
こ

墳
ふん

《浮島》を代表例とする

愛鷹山麓の古墳群には馬具の副葬が目立ちます。馬具の中には補修されたものも見られ

ることから、実用品として利用されていたことがわかります。本地域を行き交う人々が

馬を利用していたことを示す資料です。 

また鎌倉時代以降の紀行文には、「浮島が原」や「千本松原」を行き交う人々の様子が

記されています。さらに、南北朝の動乱期には双方の軍勢がこれらの道を行き来し、本

市周辺も戦いの場となりました。 

 

（２）境目の城 

戦国時代の本市は、東西を結ぶ東海道と根方街道が通り、その間を結ぶ南北の道があ

って地政学的に重要な地域であったため、ここを舞台に戦国大名が争いました。駿
する

河
が

 
の

国
くに

を治める今
いま

川
がわ

氏
し

などの戦国大名と、伊
い

豆
ず

 
の

国
くに

や相模
さ が み

 
の

国
くに

を治める北
ほう

条
じょう

氏
し

が領土を奪い合い、
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何度も戦火に巻き込まれました。興
こう

国
こく

寺
じ

城
じょう

は駿河国の東部地域の中心的な城郭であり、

北
ほう

条
じょう

早
そう

雲
うん

こと伊
い

勢
せ

宗
そう

瑞
ずい

が戦国大名になるきっかけとなった城として有名です。その後、

武
たけ

田
だ

氏
し

によって車
くるま

返
がえし

宿周辺に三
さん

枚
まい

橋
ばし

城
じょう

（後の沼津城）が築城され、地域の中心的な役

割は興国寺城から三枚橋城へと移りました。 

 

（３）東海道沼津宿と沼津城 

沼津宿は中世の車返宿を元にして成立しました。宿は

狩野川の右岸沿いにあり、水運の拠点として河
か

岸
し

の機能

も備え、陸路と水路の結節点として発展しました。関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦いの後に三枚橋城に封
ほう

ぜられた大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

佐
すけ

が死

去すると、後継ぎがいなかったため城は破
は

却
きゃく

されまし

たが、その後水
みず

野
の

氏
し

が領地を与えられ沼津城を整備する

と、沼津宿は城下町としても発展しました。 

 

（４）東海道原宿 

原宿は規模の小さい宿場でしたが、帯
たい

笑
しょう

園
えん

と白
はく

隠
いん

禅
ぜん

師
じ

は全国に知られていました。帯笑園は原の植松家が

代々伝えた庭園です。江戸時代には、東海道を往来する

大名や公家のほか、岸
がん

駒
く

、岸岱
がんたい

など当代一流の文化人も

来園し、文化交流が生まれました。 

白隠禅師は原の出身で、各地で修行した

のち松
しょう

蔭
いん

寺
じ

《原》の住職となり、禅の教え

を庶民にまで広めたため、臨
りん

済
ざい

宗
しゅう

中
ちゅう

興
こう

の祖

と称されています。松蔭寺には、白隠に教え

を請う僧が全国各地から集まりました。修

行僧の宿泊は、原宿の他の寺院が受け入れ

るなどして、まちぐるみで修行僧を支えま

した。 

 

（５）愛鷹山裾の古道“根方街道と鎌倉古
こ

道
どう

” 

現在の根方街道は明治時代に江原素六の尽力によって直線的に整備されたもので、浮
うき

島
しま

地区には地元の人が鎌倉古道と呼ぶ古い根方街道の名残があります。根方街道沿いに

は古くからの集落も多く源頼朝に関わる伝承も残ることから、中世以前は東海道のもと

となる千本浜海岸沿いの街道と並び主要な街道であったと考えられます。 

 

（６）鉄道と沼津 

沼津城と沼津宿を描いた浮世絵  

「末広五拾三次 沼津」  

（国立国会図書館蔵）  

白隠禅師誕生地  
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明治22年（1889）東海道本線が開通し、沼

津停車場（沼津駅）が開業すると、冬でも温

暖な気候や、松林が続く海岸の景観の素晴

らしさから本市は保養地として人気を集め

ました。沼津駅開業以前から大
おお

山
やま

巌
いわお

や西
さい

郷
ごう

従
つぐ

道
みち

などの政府要人の別荘がありました

が、開業と前後して当時皇太子であった大

正天皇の静養先として沼津御用邸が設置さ

れました。このほか財界人の別荘や旅館も

建ち並び、多くの人が滞在するようになりました。 

 

（７）川・海の道 

東海道沼津宿は、宿
やど

屋
や

と問
とん

屋
や

を中心とした宿場としての機能のほか、狩野川の水運の

河岸としての機能があったことが特徴です。狩野川を下ればすぐに駿河湾に出ることが

でき、江戸時代には江
え

尻
じり

（静岡市）を結ぶ船便が往き来していました。近代に入っても、

狩野川右岸には石蔵などが建ち並び、物資の陸揚げ・船積みが盛んでした。その様子は、

絵葉書などで見ることができます。石蔵の一部は現在も残り、往時の繁栄を伝えていま

す。 

 

（８）狩野川の橋・渡し 

近世の絵図を見ると、狩野川の両岸に渡し場が描かれ、船で川を往き来していたこと

がわかります。近代には、狩野川には橋が架けられ、対岸との往き来は渡し船から橋へ

と変わりました。沼津駅で下車した皇族は、狩野川の湊
みなと

橋
ばし

（現御
お

成
なり

橋
ばし

）を渡り沼津御用

邸へと向かい、この橋を起点に道路網の整備が進みました。現在では観光用に復活した

我
が

入
にゅう

道
どう

の渡し船で、かつての往来を体験することができます。 

 

４ “古代に始まる信仰の軌跡” 

市内には歴史ある寺院や神社が数多くあり、駿河国最古級の古代寺院や延
えん

喜
ぎ

式
しき

内
ない

社
しゃ

に

比定されるものもあります。また地域の人々の信仰によって造られた石造物なども多数

残されており、信仰に関わる貴重な歴史文化資産を今に伝えています。 

 

（１）仏教の伝来と信仰 

日
ひ

吉
よし

廃
はい

寺
じ

跡
あと

《第五》は、飛鳥時代に県内でもいち早く造営された古代寺院跡です。発

掘調査では、仏像の一部や奈良県桜井市の山田寺と同系統の屋根瓦が出土しています。

また、清
し

水
みず

柳
やなぎ

北
きた

１
いち

号
ごう

墳
ふん

《金岡》は日吉廃寺と同時期の古墳ですが、上
じょう

円
えん

下
か

方
ほう

墳
ふん

という形

絵葉書「沼津町停車場（沼津駅）」  
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態をしています。古墳の形も珍しいですが、伝統的な古墳の埋葬方法ではなく、亡くな

った人を火葬して石
いし

櫃
びつ

に入れ埋葬しています。この埋葬方法は、仏教文化に影響を受け

たものです。さらに、宮
みや

下
した

古
こ

墳
ふん

《大岡》からは水
すい

瓶
びょう

や銅
どう

鋺
わん

などの仏具が出土しています。

以上の資料から、本市には早くから仏教文化が取り入れられていたといえます。 

平安時代の終わり頃には、末
まっ

法
ぽう

思
し

想
そう

の影響で経を埋
まい

納
のう

する風習が生まれました。市内

にも、三
さん

明
みょう

寺
じ

経
きょう

塚
づか

《門池》など、何か所も経塚が造られたことがわかっています。 

 

（２）古
こ

刹
さつ

 

現在の市内の寺院は、日
にち

蓮
れん

宗
しゅう

の寺院が多

い傾向にあります。これは日
にち

蓮
れん

上
しょう

人
にん

やその

弟子による当地での熱心な布教活動の結果

です。我入道《第三》の曼
まん

陀
だ

ケ
が

原
はら

の松など日

蓮上人に関わる伝説も残っています。光
こう

長
ちょう

寺
じ

《門池》は今でも塔頭
たっちゅう

が立ち並ぶ寺院で

す。また、南部地域には、禅
ぜん

長
ちょう

寺
じ

《西浦》、

宝
ほう

泉
せん

寺
じ

《静浦》などを中心に臨済宗の寺院も

多くあります。  

こうした寺院の中には、より古い時代に起源をもつものもあり、弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

伝承を持つ

寺院もあります。 

 

（３）白隠禅師と松蔭寺 

松蔭寺《原》は江戸時代に白隠禅師が住職を

務めた寺として有名です。寺には自画像や注釈

が書き込まれたお経など白隠禅師ゆかりの

品々が伝わっています。松蔭寺以外の寺院や民

家にも白隠禅師ゆかりの歴史文化資産が数多

く残されており、例えば赤野
あ け の

観音堂
かんのんどう

には白隠禅

師が揮
き

毫
ごう

した扁
へん

額
がく

が残され、白隠禅師が描いた

禅
ぜん

画
が

も各所に伝えられています。 

 

（４）歴史ある神社 

市内には延喜式内社に比定される神社が数多く残っており、人々の信仰によって今な

お守られています。富士山を信仰する浅
せん

間
げん

神
じん

社
じゃ

が各地にあり、古代の玉づくりに由来が

あるとされる玉
たま

造
つくり

神
じん

社
じゃ

《第四》や、京の貴族の寄進によって創立された日
ひ

枝
え

神
じん

社
じゃ

《第五》、

海の神を祀り男性が女装して踊る祭りが行われる大瀬神社《西浦》、愛鷹山に生息してい

た馬を神馬とする桃
もも

澤
ざわ

神
じん

社
じゃ

《愛鷹》、本市に移住した旧幕臣が祀った東照宮を起源とする

白隠禅師墓  

光長寺仁王門  
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城
しろ

岡
おか

神
じん

社
じゃ

《第一》などがあります。 

 

（５）神社・寺院が伝える歴史文化資産 

神社・寺院は、数多くの歴史文化資産を有し、

それを今に守り伝えています。伝統的建築の建

物や信仰の対象となっている仏像、寺の歴史を

物語る数々の奉納物・寺宝、ご神木などの境内

の樹木、神社・寺院に伝わる伝説など数多くの

歴史文化資産があります。また、境内には寄進

などによって石造物が数多く建立されていま

す。神社には鳥
とり

居
い

や灯
とう

篭
ろう

、手水
ちょうず

鉢
ばち

など、寺院には

石
せき

仏
ぶつ

、墓
ぼ

石
せき

、庚
こう

申
しん

塔
とう

などが見られます。また、本市では江戸時代から「駿
する

河
が

伊
い

豆
ず

両
りょう

国
こく

横
よこ

道
どう

」などの観
かん

音
のん

霊
れい

場
じょう

巡
めぐ

りが盛んでした。重寺
しげでら

観音堂
かんのんどう

《内浦》などの札
ふだ

所
しょ

には、無事巡
じゅん

礼
れい

から帰ってきた巡
じゅん

拝
ぱい

者により、巡拝塔が造
ぞう

立
りゅう

・奉納されています。 

 

５ “自然を制する叡
えい

智
ち

”                    

本市は山地や海、川・湖
こ

沼
しょう

といった自然に恵まれ、人々はその恵みを活かして暮らし

てきました。しかし、豊かな自然環境は、時には災害をもたらしたり、農業にとっては

厳しい条件になったりしました。そのため、人々は、過去の教訓を活かして自然災害に

備えるための施設を造ったり、道具や方法を工夫して低湿地帯での稲作を行ったりして、

災害や自然環境を制する営みを続けてきました。 

 

（１）自然災害への備え 

平
ひら

沼
ぬま

吹
ふき

上
あげ

遺跡《浮島》や下
しも

石
いし

田
だ

原
はら

田
だ

遺跡《大
おお

岡
おか

》では、発掘調査によって地震による

地割れが見つかっており、縄文時代や古代の地震被害が明らかになっています。安
あん

政
せい

東

海地震では、津波や液状化、土地の陥没などの被害がありました。先人の記録がこの時

の被害を伝えており、防災のための資料として役立っています。こうした自然災害の記

録は古文書以外にも、戸田地区の平
ひら

目
め

平
だいら

のように地名として伝承（津波が川を遡り、河

口から２キロメートル、標高36メートルの地点まで達し、ヒラメがあがったというもの）

されています。また、災害を記録した石碑（自然災害伝承碑）は後世に注意を促してい

ます。 

過去の災害の教訓から、津波や洪水から命を守り、災害に備えるための施設が造られ

ています。狩野川台風で甚大な被害を受けた狩野川流域では、堤防の整備に加えて、増

水時に狩野川の水を伊
い

豆
ず

の国
くに

市
し

から口
くち

野
の

《静浦》に流すための狩野川放水路が建設され

ました。また、大型展望水門「びゅうお」《第二》は沼津港とその周辺を津波から守るた

めに造られたものです。 

重寺観音堂の巡拝塔  
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（２）浮島沼との共生 

本市の西部地域にはかつて浮
うき

島
しま

沼
ぬま

という沼

地だった低湿地帯が広がっています。ここは

縄文時代に千
せん

本
ぼん

砂
さ

礫
れき

州
す

が陸地化したことによ

り、後背地に生まれた大きな湖沼だったとこ

ろです。弥生時代から湖沼の沿岸では水田稲

作が営まれていたようですが、低湿地環境で

の稲作は昭和中ごろまで残っており、胸や腰

まで田に浸かりながらの深
ふか

田
だ

の田植えや、大

雨で田が流れるといった話が伝わっています。江戸時代には低湿地帯での新田開発が盛

んに行われ、一
いっ

本
ぽん

松
まつ

新田《原》や助
すけ

兵
べ

衛
え

新田《原》など新たな村が誕生しました。また、

弥生時代の雌
め

鹿
が

塚
づか

遺
い

跡
せき

《原》、雄
お

鹿
が

塚
づか

遺跡《原》からは大量の農耕具などの木製品が出土

しており、低湿地帯で使用された農耕具の形態は県の有形民俗文化財である「浮島沼周

辺の農耕生産用具」にも継承されています。 

一方、稲作にとっては悪条件の低湿地帯ではありますが、漁撈
ぎょろう

や鳥猟を行う自然環境

は整っており、使用した道具も残されています。漁撈は、釣漁・網漁・突き漁・シバ漬

け漁・筌
うけ

漁・ウナギバサミ漁・ヒブリ漁などの多様な漁法が行われ、鳥猟は、オキ網・

モリ・カスミ網などを使った漁撈とよく似た方法が行われました。 

 

６ “人々の生活を支えた伊
い

豆
ず

石
いし

”               

伊豆周辺から採掘される石は「伊豆石」と総称され、主に

安山岩質の硬石、凝灰岩質の軟石があります。本市ではこの

２種類の石材が採掘され、人々のくらしの中で使用される

だけでなく、東京圏など遠方へも出荷する産業として地域

経済を支えていました。 

 

（１）伊豆石が使われた歴史文化資産 

私たちの身近には、伊豆石が使用された歴史文化資産が

あります。例えば、井田松江古墳群《戸田》の石室には、安

山岩質の石が使用されています。また内浦・西浦地区には、

近世や近代の石蔵をはじめとした伊豆石建造物が数多くあります。蔵だけでなく、住宅

の１階を石積みにするなど、建築材として建物に多用されるのは、石材の産地ならでは

といえます。旧沼津御用邸《第三》の石塀も静浦地区産の伊豆石で建てられました。 

霊
りょう

山
ぜん

寺
じ

の五
ご

輪
りん

塔
とう

《第四》などの中世の石塔は、本市近隣の石が利用されたと考えられ

ます。井
い

田
た

の不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

像
ぞう

《戸田》は、江戸時代に将軍墓所の宝
ほう

塔
とう

石
せき

を切り出したことが

記されており、石に刻まれた文字は歴史的資料として価値が高いものです。寺院や古い

低湿地環境での稲作  

井田不動明王像  
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道沿いにある庚申塔などの石造物も身近な歴史文化資産です。さらに日々の生活に関係

が深いものでは、石の臼
うす

や竈
かまど

などの石製品もあります。 

寺院や共同墓地に残る古い墓石にも伊豆石が使用されています。こうした墓石には歴

史資料としての意味をあわせ持つものもあります。 

 

（２）沼津の石材産業遺跡 

近世になると、伊豆石はこれまで以上に大規模に採掘されるようになりました。特に

江
え

戸
ど

城
じょう

築城の際には、石垣石材調達のため、西浦・戸田地区には数多くの石丁場が設け

られ、安山岩質の石材が切り出されました。切り出されたまま現地に留め置かれた石材

は、預
あず

かり石
いし

として地域住民が管理し続け、需要がある際に江戸などに出荷されました。

その記録は地元の古文書に克明に書き記されています。 

近代には、静浦・大
おお

平
ひら

地区で民間用の凝灰岩質の石材切り出しも盛んになり、各地で

採掘が行われました。石材は地元だけでなく首都圏や清水港（静岡市）などに運ばれ、

様々な施設に利用されて、日本の近代化の発展に貢献しました。 

 

７ “紙と文字により語られる沼津の歴史” 

本市には、紙などに記された文字史料が多く残されており、中でも、質、量ともに豊

富な中世・近世の古文書、明治時代初期に沼津兵学校が出版した「沼津版」などは、全

国に知られています。これらの文字史料は、記された時代の政治・経済・社会などの状

況を雄弁に物語ることから、この地域の歴史文化を現在まで伝える役割を果たしてきま

した。 

 

（１）地
じ

方
かた

文書・区有文書・役場文書など 

近世には各地で、支配者と民衆との間や支配者同士・民衆同士でも、様々な場面で文

書が作成されました（地方文書）。特に行政関係の公的な文書は、作成を担当した村・宿

の名主などの家に伝来したほか、明治以降は大字
おおあざ

（旧村）で共有の書類（区有文書）と

して残されました。明治22年（1889）の市制町村制施行以降は、旧村が合併し誕生した

村役場や町役場（後に市役所）によって、行政文書（役場文書）が作成され、保存され

ることとなりました。 

 

（２）人物の書 

大名・文
ぶん

人
じん

・政治家・実業家など、地域史に名前

を残した人物の書は、掛軸、色紙、短冊、扁額
へんがく

、屏
びょう

風
ぶ

、原稿などの形で、公的な施設や神社・寺院、個

人宅など、さまざまな場所にあります。 

（３）印刷・出版 

徳川慶喜書「沼津黌」  
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江戸時代から明治前期までの書籍は木版で印刷されるとともに、地方出版が盛んでし

た。明治後期からは活版印刷が主流となり、のちには東京の大手出版社が市場を占めま

すが、本市でも地元書店が出版した書籍や新聞が多く存在しました。沼津兵学校が幕府

旧蔵の活版印刷機を用いて印刷した「沼津版」は、その先駆けでした。明治前期では、

尚
しょう

古
こ

軒
けん

、擁
よう

万
まん

堂
どう

、盛
せい

秀
しゅう

堂
どう

、蘭
らん

契
けい

社
しゃ

といった書店が、本の小売りのみならず、盛んに出版

を手掛けました。印刷会社も多く生まれ、明治後期や大正期以降は、文芸の同人誌や中

等学校の校友会誌などが刊行されました。新聞は明治10年代に創刊されたのが最初で、

以後、断続的に現代に至るまで地方紙の発行が続いています。 

 

（４）文庫・コレクション 

近世や近代において個人が収集した書籍（本）が、文庫・コレクションとしてそのま

ま維持されている例も少なくありません。例えば沼津文庫は、沼津兵学校が幕府から引

き継いだ書籍をもとに、明治20年代に公立図書館の蔵書として誕生した貴重な書籍群で

す。 

 

８ “文化人と沼津”                      

近世以降、本市は多様な文化人が輩出し、また多くの文化人が訪れたため、文化人ゆ

かりの歴史文化資産が各地にあります。さらに、歴史文化資産を守る文化人もいました。 

 

（１）沼津ゆかりの文化人 

江戸時代、本市は三津《内浦》出身の俳人六
りっ

花
か

庵
あん

官
かん

鼠
そ

、木
き

負
しょう

《西浦》出身の棋士本因坊
ほんいんぼう

丈和
じょうわ

などの文化人が輩出しました。沼津藩主に求められ馬の彫刻を献上したといわれる

彫刻師の舟仙
しゅうせん

の作品は、今でも本市に残されています。 

近代以降では、若山
わかやま

牧
ぼく

水
すい

（歌人）のように本市の景観に惹かれて移住した人物や、芹
せり

沢
ざわ

光
こう

治
じ

良
ろう

（作家、我入道《第三》出身）・井
いの

上
うえ

靖
やすし

（作家）・明
あか

石
し

海
かい

人
じん

（歌人、《片浜》出

身）・大
おお

岡
おか

信
まこと

（詩人）・山口源
やまぐちげん

（版画家）・赤堀
あかほり

尚
なおし

（画家、小海《内浦》出身）・佐野
さ の

丹
たん

丘
きゅう

（書家）・秋山
あきやま

公道
こうどう

（書家、重寺《内浦》出身）など、本市と深いつながりのある人物が

います。千本浜公園《第二》や大瀬崎《西浦》、御浜岬《戸田》などの優れた景観の地に

は、そこで詠まれた歌や作品の歌碑・文学碑などが造られており、文化人の足跡がしの

ばれます。このほか、『豆
ず

州
しゅう

内浦
うちうら

漁民
ぎょみん

史
し

料
りょう

』を刊行した民俗学者の渋沢
しぶさわ

敬三
けいぞう

や本市に別

荘があった鳥類学者の黒田
く ろ だ

長禮
ながみち

など、本市にゆかりのある文化人は少なくありません。 

 

（２）帯笑園・植松家と文化人との交流 

帯笑園は原の植松家が代々伝えた庭園です。江戸時代には、東海道を往来する大名や

公家、文化人が来園したことが、芳
ほう

名
めい

帳
ちょう

に記されています。また、シーボルトが来園し、

『江
え

戸
ど

参
さん

府
ぷ

紀
き

行
こう

』で絶賛したことでも知られています。明治時代には、当時皇太子であ
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った大正天皇が度々訪問しました。帯笑園は名園としてだけではなく、文化交流の場と

しても知られています。６代当主植松季
すえ

英
ひで

（蘭渓
らんけい

）は京都の文化人とのつながりが深く、

円
まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

や池
いけの

大
たい

雅
が

、岸駒などとも交流がありました。特に季英の子の季
すえ

興
おき

が円山応挙に

弟子入りし、応令
おうれい

の雅
が

号
ごう

を授かっています。 

 

（３）文化人ゆかりの地・作品の舞台 

千本松原の景観や、南部地域の海岸の情景は文化人たちを惹きつけました。安
やす

田
だ

屋
や

旅
りょ

館
かん

《内浦》は太
だ

宰
ざい

治
おさむ

の作品製作の場となりました。また、旧三
み

津
と

坂
ざか

隧
ずい

道
どう

《内浦》のよう

に文学作品に登場するものもあります。最近では内浦地区周辺や市街地がアニメ「ラブ

ライブ！サンシャイン‼」の舞台となり、映画やテレビドラマの撮影も市内各地で行われ

ています。 

 

（４）文化人が守る歴史文化資産 

本市には、蒐
しゅう

集
しゅう

家
か

によって守られてきた歴史文化資産も少なくありません。本市の実

業家矢部
や べ

利
とし

雄
お

氏が蒐集した刀剣をはじめとする歴史文化資産が、三
み

島
しま

市
し

の佐
さ

野
の

美
び

術
じゅつ

館
かん

に

寄
き

託
たく

されています。これらは旧大名家などが所蔵していたものですが、様々な理由から

戦後売りに出されていたものを、矢部氏が蒐集し、大切に保管してきました。 


